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メンテナンスフリーの血液ガス分析装置 GEMプレ ~7
自治医科大学救急医学教室鈴川 正之

この度、米国マリンクロット社製の血液ガス、電

解質 (Na.K. Ca )、へマトクリット測定装置、 GE

Mープレミアが 1M 1社より発売され、使用する機

会を得たので報告する。本機種は、電極、リンス、

校正液、校正ガス、廃液パ yグなどが、重量1.7Kg、

大きさ 22x 8 x 15 Cmのプレミアパ yクの中にすべて

納められていて、このパックをディスポーザプルと

して使用する方式である。一つのパックは 1週間有

効であり、 150または300検体測定できる。本体は、

表示部と駆動部のみであり、サンプルは本体内に入

らず、 パ ックの中だけで処理される 。この機械には、

他機種にみられない特徴が二つある。

1 )メンテナンスを必要としない。

我々の救急部では、中央検査室から速いため、血

液ガスの器械を自前で揃え、メンテナンスを自分た

ちで施行している。従って(?)、回路の洗浄不足

などから電極の消耗も激しく、しばしば業者に修理、

交換を依頼しているが、使用不能の時聞が長く評判

が悪かった。本機を使用してからは、使用不能の時

聞はゼロになり、非常に便利になった。

最も重要なデータの信頼性に付いては、同一サン

プルを既存の某機種で測定して比較したところ、非

常に良く相関した。既に同様の報告が数施設からあ

り、問題ないものと考えられる。

2 )ポータブルである。

小型であり、ガスボンベを必要としないため、持

ち運び可能であり、また設置場所を選ばない。自由

に持ち歩ける重さではないが (13.4Kg) 、手術室内

で検体の多く出る部屋に運ぶ、血液浄化法施行中の

ベッドサイドに運んで管理するなどの使い方ができ

る。電源は切ってから 1時間以内に接続すれば同じ

パックを使用できるが、これを過ぎると新しいパッ

クを必要とする。

以上の使用経験から本機種の特徴を活かした使用

方法を考えてみたい。まず、検査部門がしっかりし

ていて、技師によるメンテナンスが行き届いている

大病院ではメリ y トが少ない。逆にメンテナンスの

できない部門、中小病院、実験室などではメリ y ト

が大きい。自治医大の卒業生は、僻地の診療所に多

く勤務しており、重傷患者搬送の決断が大きな課題

である。そのような時に血液ガスの器械があれば良

かったと思うこともたびたびあるが、メンテナンス

ができないので購入は断念したとの話を聞く 。この

ような所には最適の機種であろう 。また週休 2日制

の普及でメンテナンスが難しくなってきていること

を考えると、 一般の病院でも有用ではないだろうか。

1時間以内の運搬能を活かして、慢性呼吸不全患

者、在宅酸素療法患者の往診に利用するのもおもし

ろい。大きな災害出動の中核となる救急部、センタ

ーでは、現地の診療所に臨時に設置したり、モービ

ル ICUに乗せるために、本機を一台確保しておく

と良いのではないだろうか。

他機種では、測定の有無に関わらず定期的な校正、

リンスなどでランニングコストがかかるが、本機種

はパックを開封しなければコストはかからない。血

液ガスを測定する患者を週を決めて外来に集め、そ

のときだけ本機を立ちあげて使うようなことを考え

れば、コスト的にも有利である。さらに技師の人件

費のことも考えれば、いっそう有利なはずである。

しかし、現在のパックの値段を考えると、 1週間

で30検体損.IJらないと赤字であり、もっと短期間使用

で、測定可能検体数も少なくて良いから、安価なパ

yクが発売されれば、適用範囲が広がるものと恩わ

れる。

メンテナンスフリーは、これからの器械の目指す

方向であり、次世代の器械として期待したい。
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~~ッタには血液:Jiス測定晶成すべてセット!!

@校正漉 ・ゆだか今、試薬の準備・管理は一切不要

@校正3旬、ス 吟だから、ボンベは不要

@電極 時だかも、電極の交操・液の補充も不要

@乎ューブ、 時だかも、千ューブの交績不要

@廃液パック時だかも、パックどげてるので感染似

@リンλ液 時だかも、血液づまりを防止

fE¥| lJf悲兎780万月

女 1パックでト血液ガス(pH、PC02、P02)、電解質(Na+，KてCa++)

ヘマトクリットの7項目を同時測定。 -..一司 0_ 、~
育大画面タッチスクリーンによる対話方式だから、機作は I T 11. 1'"ー!ノレF 、/ U~~，~ノ v 、ノ
かんたん。*小型・軽量の13.4kg。自由に持ち運び可能。

(マイクロソフトエクセノν)が可能。

血液ガス・電解寅・ヘマトクリット分析装置
*デ-';1をフロッピーディスクに落としこみ、データ処埋
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